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令和６年度 土浦日本大学中等教育学校自己評価票 

 

 

 

 

 

本校の目

指す学校

像 

 

 

 

 

 

 

 

土浦日本大学学園建学の精神に基づき自主自立の気風を養い，中等普通教育及び高

等普通教育並びに専門教育を一貫して教育することによって世界の平和と人類の

福祉に寄与しうる人材の育成をはかり，社会に貢献することを目的とする。目的実

現のため次の目標を掲げるものとする。 

（１）豊かな語学力を習得し，世界の人々と対話のできる日本人を目指します 

（２）自分たちを育てた文化や社会を理解し日本の素晴らしさを世界に発信します

（３）複雑化した現代社会を生き抜くために，教養を磨きさらに得意分野を生かし   

た高度な専門知識を身につけます 

（４）読書，絵画，音楽等を通じて芸術や文化を愛し理解する心を磨き，みずみず   

しい感性を養います 

（５）さまざまな危機に直面する地球環境をつねに心の片隅において行動のできる   

人，地球にやさしい人を目指します 

 

 

 

本校の特

長及び課

題 

 

 

 

 

多様化する世界において格差を乗り越え，国際社会に貢献できる人材の育成

を目指す。そのために，次の 3 点を重視する。 

1. 公正な精神のもとで「卓越性」を達成する 

2. 社会という文脈の中で「読み解く力」を高める 

3. 「相互依存」の関係を構築して主張する 
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  令和６年度の取組結果 

評価項目 取組目標 取組結果 達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動

（教務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明確な指導計画の

作成と実行 

 

・校内施設，ICT 教

育設備の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新たな教育課程，

成績評価の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒一人一人が主体的に学習に取組むための工夫がなされて

いた。 

・生徒個々の状況に合わせ，適切な指導を行った。 

・生徒の増加，施設の老朽化に伴う施設面の改善に向け，旧 5 階

カフェテリアの小教室化，2 階 Tutorial Room の普通教室化を行

った。 

・ICT 教育を充実させるため，普通教室に黒板に投影するプロジ

ェクターを設置した。次年度，残りの教室への設置を進める。 

・適正な人数のクラスを設置し，適切な成績・進級判定がなされ

た。 

・生徒指導要録の記入，指導，点検，保管は的確になされ，生徒

の転学が生じた際にも相手校と連絡を取り合い適正に処理し

た。また，学年とも協力し，各生徒が学びの連続性を維持でき

るように配慮した。 

・個人情報の取り扱いに十分に気を配り，管理を徹底した。 

・生徒の状況や大学入試の変化に合わせ，次年度からの新たな成

績評価方法の検討を行い，実施準備を進めた。 

・先取り教育やゆとりのある体験型学習を取り入れ，中等教育学

校にあったカリキュラム編成ができた。 

・時間割の編成方法を新しくしたことにより，教員の研修機会を

増やし，自己研鑽を積むことのできる環境をつくった。 

・新任教員を中心に，教員研修の機会を設定し，月間の振り返り

やプロジェクトチームでの活動を行った。 

・各学年と協力し，総合的な学習・探究の時間，道徳の時間の内

容を充実させることができた。 

・本校の特徴である課外授業については昨年度から引き続き教

育インターン制度を活用し，指導体制を充実させることができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 
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評価項目 取組目標 取組結果 達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活

への配慮

( 生 徒 指

導） 

 

 

 

 

 

 

・安全な学校生活の

実現 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒心得に則った

身だしなみ指導 

 

 

 

 

・多様性関連の講演

実施 

 

・指導目標・指導内容を明確にした指導計画を作成し，教職員に

目標および方針が十分に理解されていた。 

・学年，保健室，カウンセラーなどと協力して，不登校傾向の生

徒に対して細やかな対応を行った。 

・年に 3 回，学校生活調査を実施し，その結果を学年や学校全体

で共有し，共通した認識を形成した上で，指導を行った。特に

いじめ防止対策員会を開催し，生徒指導部を中心に管理職，学

年主任，保健室，カウンセラーら様々な観点から対策に取り組

んだ。軽微な事象も「いじめ」と認知し対応した。 

・生徒会役員，マナーアップ委員の生徒も参加し，マナーアップ

週間を実施し，朝玄関で身だしなみのチェックを行った。 

・継続的な指導が必要となっている生徒がおり，個別に対応を続

けていく必要がある。 

・家庭・地域との連絡や連携を適切にとることができた。 

・落とし物の案内を工夫し，返還率を高めた。 

・多様性をテーマとした教育講座を実施し，現代社会の視座から

見識を深める機会を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会・

部 活 動

（特別活

動） 

 

 

 

 

 

・活発な委員会活動

の実施 

 

 

・生徒主導で実施で

きる指導 

 

 

 

 

・いくつかの委員会では強化週間や各種行事を中心に積極的な

活動を実施することができた。一方で活動に消極的な委員会も

あり，今後も取り組みを継続していきたい。 

・クラブ活動・課外活動が活発に行われた。 

・合唱コンクールの運営を教員主導から生徒主導へと改めた。 

・今年度初めて踏破会を実施し，学年を横断したチーム編成を行

い，新たな交流が生まれる機会を設定した。 

・学校行事に関して，校風や教育目標を理解し，特色を出すよう

な工夫，改善を図った。 

 

 

 

 

 

 

A 
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評価項目 取組目標 取組結果 達成状況 

 

 

 

 

 

進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日大進学者 40%，

難関大学に 25 名以

上進学，海外大合格 

 

 

 

・前期課程から学習

内容の定着・学習習

慣の確立を図る 

 

・難関私大の合格者数を大きく伸ばすことができた。 

・既卒生も含めて難関大や医学部への合格実績を伸ばした。一方

で，国公立大学や最難関私大への合格者数は伸び悩んだ。 

・生徒個々に合った進路指導を展開し，総合型選抜や学校推薦型

選抜を利用した難関大学合格に向けた指導体制の一層の確立

が求められる。 

・後期課程を中心に保護者対象の進路講演会を実施し，進路指導

について，家庭との情報共有ができた。 

・大学・学問ディスカバリーフォーラムと改め，進学中心から職

業観も含めた進路全般の学びの場へと昇華させることができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健・ 

衛生 

 

 

 

 

 

・適切な健康診断 

 の実施 

・健康管理の支援と

教育相談の活用 

 

 

 

・生徒の健康診断については，当初の予定通り実施し，生徒の健

康管理に努めることができた。 

・生徒の健康管理について，家庭や担任との連携を図ることがで

きた。 

・保健室だよりを月 1 回発行し，時期ごとの健康上の留意点を

周知した。 

・校内の情報共有システムを使いながら，保健室の利用状況をリ

アルタイムで職員室と共有し，生徒一人一人に対してきめ細か

い対応を行うことができた。 

・カウンセラーの利用は限られた時間の中でも連携が取れてい

る。今後も利用していない生徒にも利用してもらえるよう周知

していきたい。 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

図書 

 

 

 

 

・読書案内の充実 

・図書館活用率の 

向上 

・図書委員活動の 

活発化 

 

 

・図書委員会では新規購入図書の紹介を各クラスへ行っている。 

・進路指導部と連携し，積極的な自習室の利用を励行している。 

 

・受験参考書を中心に，不明図書の改善が見込めないことが問題

となっている。 

 

 

 

 

A 
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評価項目 取組目標 取組結果 達成状況 

 

 

 

 

広報（情

報入試） 

 

 

 

 

 

 

 

・建学の精神に基づ

く本校の教育方針に

賛同する児童の募集 

・6 ヵ年教育および

大学進学を意図す

る，より質の高い生

徒の確保 

・定員 140 名の充足

と優秀な入学者の確

保 

 

 

・コロナが明け，対面型での入試関連行事を実施した。 

・6 年連続で志願者数が 1000 名(1050 名)を超え，定員 140 名に

迫る入学者(137 名)を確保することができた。 

・学習塾との連絡を密にとり，教育理念や学校の情報を的確に伝

えることができた。 

・ICAP，ACE，CSAT，ICL，ISAT，KBT 入試と特性の異なる入

試を展開することで，多様な入学者の確保につながった。一方

で試験日程・内容の変更が影響し，受験者が減少した入試方式

もあり，今後改善の余地がある。 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理運営 

 

 

 

 

 

・教育方針の浸透 

・各教員の資質・能

力の向上 

 

 

 

 

・各教員のライフス

テージに応じた相互

協力体制の構築 

 

 

・定期的な教員研修を実施し，教育方針を各教員に浸透させるこ

とができた。 

・自主研修をしやすい勤務体系を確立し，各教員が自己研鑽に努

めた。 

・新任教員だけでなく，経験の多い教員についても，社会情勢の

変化を理解し，新たな教育活動の実践を進められる体制を整備

した。 

・教員の勤務体制の整備を行ったうえで，Slack やデジタル採点

システムなどのデジタルツールを活用した。教員間の情報共有

や，出張等の振替・代講などを概ね順調に行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庶務 

 

 

 

 

 

・時代の変化をとら

えた式典や保護者会

の運営 

 

 

 

 

 

 

・同窓会活動の再構

築 

 

・保護者対象大学見学会や制服バザーなど，保護者会行事が積極

的に行われた。 

・地区会の活動が活発になり，どの地区も交流の機会を持つこと

ができた。 

・入学式や卒業式の式典には，庶務部を中心に全教職員で対応す

ることができた。 

・定期的な避難訓練や，清掃用具の更新に積極的に取り組むこと

ができた。生徒数増を踏まえ，今後の施設利用方法や防災体制

は見直しを図っていきたい。 

・コロナ禍で停滞した同窓会活動の再構築を目指し，役員選出な

どを進めている。 

 

 

 

 

 

 

A 
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評価項目 取組目標 取組結果 達成状況 

 

 

 

 

 

学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前期課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・後期課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1学年では研修や行事でクラス単位から学年単位へとクラスを

越えた交流を行い，学年としての団結を深めた。 

・積極的な学校行事への参加を促し，本校への帰属意識を高め

た。 

・2 学年では，基本的な生活習慣を確立し，学習習慣の習得を進

めた。英国研修では病院利用生徒がおらず，軽症のみで済んだ。

一方で平素の欠席率が高く，スマートフォンの使用時間が長い

生徒も多い。 

・3 学年では，テスト前の放課後学習会への積極的な参加が見ら

れ，学習に集中する姿が見られた。 

・検定の上位級取得など，上位層および中位層の成績伸長が見ら

れた。 

・学習習慣の確立や苦手意識を持つなど，学習面に課題を持つ生

徒の意識を向上させ，適切な対応が必要である。 

・友人関係については言動・行動を注視し，良好な関係を築ける

よう指導を継続していきたい。 

・4 学年では英国研修でのプロジェクトワークを通して，積極的

なリサーチ活動を行い，発表の質が向上した。 

・模試の結果が伸長し，放課後の自学習や課外授業，勉強合宿に

参加する生徒も多数見られるなど，学習意欲の向上が見られ

た。 

・5 学年では，文化祭で地元企業とのコラボレーションを行うな

ど新たな企画を立案し，経験や人脈を広げることができた。 

・総合的な探究の時間の模擬国会をはじめ，模擬国連に参加する

など，グローバルな視点で物事を考える取り組みを行った。 

・6 学年では，一人ひとりの志望や適性を踏まえ，効果的な進路

指導を実施した。放課後の自主学習や課外授業に参加する生徒

が増え，入試に対する意識を高めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

達成

状況

評価

基準 

Ａ 取組目標が十分達成された 「よくできている」「できている」割合が 90%以上 

Ｂ 概ね達成された 「よくできている」「できている」割合が 80%以上 

Ｃ 課題を多く残している 「よくできている」「できている」割合が 70%以上 

Ｄ 成果が出ていない 「よくできている」「できている」割合が 70%未満 

 

 


